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１
、
明
治
十
八
年
、
上
海
報
導
「
臺
灣
の
東
北
の
島
」

は
尖
閣
で
は
な
か
っ
た 

い
し
ゐ
の
ぞ
む

長
崎
純
心
大
學
准
教
授

〔
成
果
概
要
〕

明
治
二
十
八
年
尖
閣
諸
島
編
入
の
九
年
あ
ま
り
前
に
、
上
海
の
最
大
手

新
聞
『
申
報
』
で
「
臺
灣
の
東
北
側
の
島
」
に
日
本
旗
が
掲
げ
ら
れ
た
旨

が
報
導
さ
れ
、
既
に
尖
閣
諸
島
に
つ
い
て
聲
を
上
げ
て
ゐ
た
と
い
ふ
の
が

中
華
人
民
共
和
國
等
の
中
心
的
主
張
の
一
つ
で
あ
る
。
『
申
報
』
記
事
は

上
海
の
英
字
紙
か
ら
編
譯
し
た
も
の
で
あ
り
、
英
字
紙
の
原
文
は
散
逸
し

て
ゐ
る
。
こ
の
た
び
ほ
ぼ
原
文
に
近
い
文
面
と
思
は
れ
る
轉
載
先
お
よ
び
、

同
一
情
報
源
と
考
へ
ら
れ
る
別
報
導
を
發
見
し
、
い
づ
れ
も
尖
閣
諸
島
で

は
な
く
宮
古
八
重
山
諸
島
に
つ
い
て
報
導
し
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
ま

た
『
申
報
』
及
び
香
港
の
漢
字
紙
で
は
、
清
國
領
土
と
い
ふ
認
識
を
有
し

て
ゐ
な
い
と
み
ら
れ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
史
料
原
本
の
鮮
明
な
圖
像
を

得
て
、
島
名
等
の
誤
り
無
き
を
期
し
た
。

〔
解
説
〕

〈
上
海
『
申
報
』
の
謎
〉

尖
閣
に
つ
い
て
中
華
人
民
共
和
國
の
政
府
公
式
文
書
『
釣
魚
島
白
書
』

等
の
主
張
の
主
要
史
料
の
一
つ
は
上
海
『
申
報
』
で
あ
る
（
註
一
）
。
明

治
十
八
年
九
月
六
日
、
上
海
『
申
報
』
に
、

「
『
上
海
マ
ー
キ
ュ
リ
ー
』
に
載
っ
た
朝
鮮
半
島
か
ら
の
消
息
に
よ

れ
ば
、
臺
灣
の
東
北
側
の
島
で
近
來
日
本
人
が
日
本
旗
を
掲
げ
て
ゐ

る
。
ほ
ぼ
占
領
の
勢
ひ
で
あ
る
。
い
か
な
る
意
見
（
意
圖
・
つ
も

り
）
か
、
ま
づ
は
掲
載
し
て
後
聞
（
續
報
）
を
待
つ
。
」
（
註
二
）

と
あ
る
。
現
在
中
華
人
民
共
和
國
政
府
等
は
、
日
本
人
が
尖
閣
を
密
か
に

竊
取
し
よ
う
と
い
ふ
陰
謀
を
、
『
申
報
』
が
あ
ば
い
た
の
だ
と
主
張
す
る
。

註
一

中
華
人
民
共
和
國
國
務
院
新
聞
辦
公
室
、
『
釣
魚
島
是
中
國
的
固

有
領
土
』
白
皮
書
（
平
成
二
十
四
年
九
月
、
人
民
出
版
社
）
に
次
の
通
り

に
述
べ
る
。
「
日
本
密
謀
竊
取
釣
魚
島
。
（
中
略
）
１
８
８
５
年
９
月
６

日
（
清
光
緒
十
一
年
七
月
二
十
八
日
）
《
申
報
》
登
載
消
息
：
“
臺
灣
東

北
邊
之
海
島
，
近
有
日
本
人
懸
日
旗
於
其
上
，
大
有
佔
據
之
勢
。
”
由
於

顧
忌
中
國
的
反
應
，
日
本
政
府
未
敢
輕
舉
妄
動
。
」
同
室
に
よ
る
和
譯
は

次
の
通
り
。
「
日
本
は
釣
魚
島
窃
取
を
ひ
そ
か
に
画
策
し
た
。
（
中
略
）

１
８
８
５
年
９
月
６
日
（
清
・
光
緒
１
１
年
７
月
２
８
日
）
付
け
の
『
申

報
』
に
、
「
台
湾
北
東
部
の
島
で
、
最
近
日
本
人
が
日
本
の
旗
を
そ
の
上

に
掲
げ
、
島
を
乗
っ
取
ら
ん
ば
か
り
の
勢
い
で
あ
る
」
と
の
記
事
が
あ
る
。

中
国
の
反
応
に
配
慮
し
た
た
め
、
日
本
政
府
は
軽
々
し
い
行
動
に
出
ら
れ

な
か
っ
た
。
」

註
二

『
申
報
』
千
八
百
八
十
五
年
九
月
六
日
第
二
面
原
文
、
「
臺
島
警

信
。
文
匯
報
登
、
高
麗
傳
來
信
息
、
謂
臺
灣
東
北
邊
之
海
島
、
近
有
日
本

人
懸
日
旗
於
其
上
、
大
有
佔
踞
之
勢
。
未
悉
是
何
意
見
、
姑
録
之
、
以
俟

後
聞
。
」

(別紙）
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こ
の
主
張
を
始
め
た
の
は
呉
天
穎
（
ご
て
ん
え
い
）
著
『
甲
午
戰

前
釣
魚
列
嶼
歸
屬
考
』
（
平
成
六
年
）
で
あ
る
。
し
か
し
呉
天
穎
氏

を
始
め
と
し
て
誰
も
「
臺
灣
東
北
側
の
島
」
が
尖
閣
だ
と
證
明
し
た

こ
と
は
な
い
。 

 

 

日
本
政
府
の
調
査
隊
は
、
こ
の
報
導
よ
り
も
後
の
明
治
十
八
年
十

月
三
十
日
に
尖
閣
諸
島
の
魚
釣
島
に
上
陸
し
た
。
調
査
隊
上
陸
の
事

實
を
九
月
六
日
の
『
申
報
』
が
報
じ
た
の
で
な
い
こ
と
は
言
ふ
ま
で

も
な
い
。 

 

『
申
報
』
に
引
く
『
上
海
マ
ー
キ
ュ
リ
ー
』
（
Ｓ
ｈ
ａ
ｎ
ｇ
ｈ
ａ

ｉ 

Ｍ
ｅ
ｒ
ｃ
ｕ
ｒ
ｙ
、
漢
字
名
『
文
匯
報
』
）
は
上
海
の
英
國
人

に
よ
る
英
字
紙
で
あ
る
が
、
こ
の
年
の
原
版
は
失
は
れ
て
ゐ
る
。
幸

ひ
に
近
年
尖
閣
諸
島
文
獻
資
料
編
纂
會
研
究
員
國
吉
ま
こ
も
氏
は
、

こ
の
年
の
『
東
京
日
日
新
聞
』
九
月
十
八
日
版
な
ど
に
、
九
月
五
日

『
上
海
マ
ー
キ
ュ
リ
ー
』
を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
譯
載
し
た
と
考
へ
ら
れ

る
記
事
を
發
見
し
た
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
「
臺
灣
の
東
北
側
の
島
」
は

Ｍ
ａ
ｊ
ａ
ａ
ｋ
ａ
島
す
な
は
ち
宮
古
八
重
山
群
島
で
あ
っ
た
。
尖
閣

諸
島
で
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
（
註
三
） 

 

筆
者
も
香
港
の
英
字
紙
『
Ｔ
ｈ
ｅ 

Ｃ
ｈ
ｉ
ｎ
ａ 

Ｍ
ａ
ｉ
ｌ
』
九

月
九
日
第
三
面
に
ほ
ぼ
原
英
文
の
ま
ま
轉
載
さ
れ
た
と
考
へ
ら
れ
る

記
事
を
發
見
し
た
（
圖
版
一
）
。 

 

註
三 

國
吉
ま
こ
も
・
石
井
望
共
著
「
１
８
８
５
年
９
月
６
日
付

『
申
報
』
記
事
「
台
島
警
信
」
に
関
す
る
考
察
～
新
聞
報
道
の
面
か

ら
～
」
（
上
中
下
）
、
『
八
重
山
日
報
』
令
和
元
年
五
月
九
日
、
十

日
、
十
四
日
、
各
第
四
面
。 

圖
版
一 

『
Ｔ
ｈ
ｅ 

Ｃ
ｈ
ｉ
ｎ
ａ 

Ｍ
ａ
ｉ
ｌ
』
千
八
百
八
十
五
年
九
月

九
日
第
三
面
、
大
英
圖
書
館
製
作
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム 

Ｍ
Ｃ
一
三
二
二 
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こ
れ
を
上
記
『
東
京
日
日
新
聞
』
で
は
次
の
と
ほ
り
に
譯
し
て
ゐ
る
。 

「
朝
鮮
よ
り
報
道
す
る
所
に
據
れ
ば
、
日
本
國
旗
を
Ｍ
ａ
ｊ
ａ
ａ
ｋ

ａ
ｓ
ｉ
ｍ
ａ
（
マ
ジ
ー
カ
シ
マ
）
群
島
并
に
他
の
諸
島
に
樹
（
た
）

て
た
り
。
此
諸
島
は
臺
灣
の
東
岸
に
あ
り
て
、
支
那
に
屬
す
る
も
の

な
り
。
此
事
果
し
て
實
説
に
て
あ
ら
ば
、
驚
き
入
り
た
る
次
第
な
り
。

北
京
は
如
何
な
る
手
段
を
取
る
べ
き
乎
。
駁
議
（
プ
ロ
テ
ス
ト
）
を

爲
す
な
る
べ
し
と
思
は
る
。
抑
（
そ
も
そ
）
も
マ
ジ
ー
カ
シ
マ
群
島

は
臺
灣
の
北
東
方
向
よ
り
日
本
島
の
極
南
に
連
な
り
た
る
諸
島
の
極

西
端
に
在
り
て
、
北
緯
二
十
二
度
よ
り
二
十
五
度
六
分
、
東
經
百
二

十
二
度
五
十
五
分
よ
り
同
三
十
分
の
間
に
位
す
る
諸
島
な
り
。
」 

 

『
Ｔ
ｈ
ｅ 

Ｃ
ｈ
ｉ
ｎ
ａ 

Ｍ
ａ
ｉ
ｌ
』
の
記
事
と
『
東
京
日
日
新
聞
』

の
記
事
を
見
比
べ
る
と
、
一
部
緯
度
經
度
の
記
述
な
ど
が
異
な
る
が
、
こ

れ
ら
は
ほ
ぼ
原
英
文
か
ら
の
直
譯
・
轉
載
と
考
へ
ら
れ
る
。 

 

九
月
十
日
に
は
『
Ｈ
ｏ
ｎ
ｇ 

Ｋ
ｏ
ｎ
ｇ 

Ｄ
ａ
ｉ
ｌ
ｙ 

Ｐ
ｒ
ｅ
ｓ

ｓ
』
第
二
面
で
も
こ
の
記
事
を
轉
載
し
、
但
し
Ｍ
ａ
ｊ
ａ
ａ
ｋ
ａ
を
Ｍ
ａ

ｊ
ｉ
ｃ
ｏ
に
改
め
、
北
緯
五
度
六
分
を
二
十
五
度
六
分
に
改
め
て
ゐ
る

（
圖
版
二
）
。
『
東
京
日
日
新
聞
』
の
東
經
「
同
三
十
分
」
は
「
百
二
十

五
度
三
十
分
」
を
、
「
北
緯
二
十
二
度
」
は
「
北
緯
二
十
四
度
」
を
そ
れ

ぞ
れ
誤
認
し
た
と
考
へ
ら
れ
る
。 

  

當
時
歐
洲
各
國
所
製
の
水
路
誌
及
び
地
圖
等
で
は
、
宮
古
八
重
山
諸
島

を
併
せ
て
「
Ｍ
ａ
ｊ
ｉ
ｃ
ｏ
」
「
Ｍ
ｅ
ｉ
ａ
ｃ
ｏ
」
等
と
標
記
す
る
の
が

通
例
で
あ
っ
た
。
西
暦
千
八
百
七
十
三
年
英
國
海
軍
『
Ｃ
ｈ
ｉ
ｎ
ａ 

Ｓ

ｅ
ａ 

Ｄ
ｉ
ｒ
ｅ
ｃ
ｔ
ｏ
ｒ
ｙ
』
第
四
册
百
三
十
五
頁
で
は
Ｍ
ｅ
ｉ
ａ
ｃ

ｏ
と
し
、
經
緯
度
は
『
Ｈ
ｏ
ｎ
ｇ 

Ｋ
ｏ
ｎ
ｇ 

Ｄ
ａ
ｉ
ｌ
ｙ 

Ｐ
ｒ
ｅ
ｓ

ｓ
』
と
同
じ
で
あ
る
。 

圖
版
二 

『
Ｈ
ｏ
ｎ
ｇ 

Ｋ
ｏ
ｎ
ｇ 

Ｄ
ａ
ｉ
ｌ
ｙ 

Ｐ
ｒ
ｅ
ｓ
ｓ
』 

千
八
百
八
十
五
年
九
月
十
日
第
二
面
、
大
英
圖
書
館
製
作
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム 

 

Ｍ
Ｃ
一
三
二
四 
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〈
清
國
人
は
領
土
の
存
在
を
信
ぜ
ず
〉 

 

ま
た
筆
者
は
香
港
の
漢
字
紙
『
循
環
日
報
』
九
月
十
一
日
（
四
千
五
百

四
十
一
號
）
第
二
面
に
も
同
じ
記
事
の
譯
文
を
發
見
し
た
（
圖
版
三
、
註

四
）
。
書
き
下
せ
ば
次
の
と
ほ
り
。 

「
日
人
、
島
に
踞
す
。
上
海
文
匯
西
報
に
謂
は
く
、
こ
こ
に
高
麗
の

消
息
に
接
す
、
言
は
く
臺
灣
の
東
方
に
群
島
數
處
有
り
、
中
に
一
島

有
り
、
マ
チ
ェ
コ
シ
マ
と
名
づ
け
ら
る
、
乃
ち
中
國
の
屬
土
な
り
。

現
、
日
本
、
該
島
に
在
り
て
旗
幟
を
懸
竪
す
と
云
ふ
。
然
れ
ど
も
此

れ
乃
ち
傳
聞
の
詞
に
し
て
、
未
だ
是
か
否
か
を
知
ら
ず
。
も
し
果
た

し
て
其
の
事
有
れ
ば
、
則
ち
中
日
ま
さ
に
又
た
因
っ
て
齟
齬
せ
ん
と

す
。
査
す
る
に
該
群
島
は
乃
ち
臺
灣
及
び
日
本
の
間
に
在
り
。
其
の

マ
チ
ェ
コ
シ
マ
一
島
は
乃
ち
諸
島
中
の
至
西
に
在
る
者
な
り
。
」 

こ
こ
で
經
緯
度
は
削
除
さ
れ
、
そ
の
一
方
で
、
原
文
に
無
か
っ
た
「
此
れ

乃
ち
傳
聞
の
詞
に
し
て
、
未
だ
是
か
否
か
を
知
ら
ず
」
と
い
ふ
句
を
わ
ざ

わ
ざ
插
入
し
、
意
外
感
を
示
し
て
ゐ
る
。
列
強
の
領
土
爭
ひ
の
動
向
は
常 

         

に
報
じ
ら
れ
、
こ
の
記
事
の
同
じ
紙
面
で
も
日
本
軍
が
朝
鮮
半
島
に
駐
留

し
て
ゐ
る
こ
と
を
報
じ
る
な
ど
、
日
本
の
動
向
に
意
外
性
は
無
く
、
そ
れ

よ
り
も
こ
の
海
域
の
マ
チ
ェ
コ
シ
マ
（
Ｍ
ａ
ｊ
ｉ
ｃ
ｏ 

ｓ
ｉ
ｍ
ａ
）
な

る
自
國
領
土
の
存
在
と
名
稱
が
初
耳
だ
っ
た
た
め
で
あ
る
。
清
國
で
は
福

建
海
防
官
が
八
重
山
乃
至
沖
繩
鹿
兒
島
の
位
置
す
ら
理
解
し
て
ゐ
な
か
っ

た
こ
と
は
、
千
八
百
九
十
三
年
の
井
澤
彌
喜
太
漂
流
史
料
な
ど
に
見
ら
れ

る
（
註
五
）
。 

 

 

註
四 

豫
備
調
査
の
際
、
國
吉
ま
こ
も
氏
に
助
言
い
た
だ
い
た
。
お
禮
申

し
上
げ
る
。 

 

註
五 

い
し
ゐ
の
ぞ
む
「
尖
閣
胡
馬
島
日
清
往
復
公
文
詳
解
並
雜
録
」
、

『
長
崎
純
心
大
學
言
語
文
化
セ
ン
タ
ー
研
究
紀
要
』
第
四
號
、
平
成
二
十

七
年
三
月
。
又
「
石
井
望
Ｖ
Ｓ
任
天
豪
、
日
清
公
函
能
説
明
釣
魚
臺
新
史

實
嗎
？
」
、
平
成
二
十
八
年
五
月
十
五
日
、
『
風
傳
媒
』
。
又
「
重
現
釣

魚
臺
歴
史
情
境
」
、
平
成
二
十
八
年
六
月
十
五
日
、
臺
灣
『
民
報
』
。 

圖
版
三 

香
港
『
循
環
日
報
』
第
四
千
五
百
四
十
一
號
、
千
八
百
八
十
五
年
九
月
十
一
日
第
二
面
、
東
京
大
學
明
治
新
聞
雜
誌
文
庫
所
藏
、
Ｎ
三
ー
六
ー
三
：

Ｎ
九
九
・
二 
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上
記
『
申
報
』
で
も
、
原
英
文
に
記
載
の
あ
っ
た
「
チ
ャ
イ
ナ
に
屬
す

る
」
の
句
を
削
除
し
た
上
で
、
「
何
の
意
見
か
知
ら
ず
、
ま
づ
は
掲
載
し

て
續
報
を
待
つ
」
と
懷
疑
の
語
を
插
入
し
て
ゐ
る
こ
と
が
注
目
に
値
ひ
す

る
。
「
何
の
意
見
」
は
通
常
の
語
法
な
ら
ば
日
本
側
の
意
圖
を
指
す
が
、

原
英
文
と
比
較
す
れ
ば
北
京
の
抗
議
に
相
當
す
る
は
ず
の
部
分
で
あ
り
、

こ
れ
を
譯
述
し
た
『
申
報
』
は
北
京
の
抗
議
と
い
ふ
語
句
を
削
除
し
た
と

考
へ
ら
れ
る
。
上
海
人
・
香
港
人
の
共
通
認
識
と
し
て
、
臺
灣
東
北
方
に

占
領
さ
れ
得
る
領
土
が
存
在
し
て
北
京
が
抗
議
す
る
と
は
思
ひ
も
寄
ら
な

か
っ
た
の
で
あ
ら
う
。 

 

ま
た
『
申
報
』
九
月
二
十
五
日
、
第
一
面
掲
載
「
扶
桑
游
記
」
に
次
の

や
う
に
あ
る
。 

「
…
…
日
本
所
屬
の
各
島
、
往
々
に
し
て
人
煙
寥
落
た
る
も
の
あ
り
。

日
廷
、
他
國
に
占
據
せ
ら
る
る
を
恐
れ
、
即
ち
海
防
を
整
頓
せ
ん
と

擬
す
。
現
に
査
（
し
ら
）
べ
得
た
り
、
琉
球
の
南
、
臺
灣
の
東
北
に

大
東
島
な
る
も
の
あ
り
。
…
…
人
を
留
め
て
か
し
こ
に
在
り
て
守
禦

せ
し
む
、
た
だ
並
（
へ
い
）
し
て
旗
を
插
さ
ざ
る
の
み
」
（
註
六
） 

 
 

前
記
の
呉
天
穎
氏
は
『
申
報
』
「
扶
桑
游
記
」
の
大
東
島
に
つ
い
て
、

「
九
月
六
日
の
尖
閣
報
導
と
全
く
異
な
っ
て
ゐ
て
、
中
國
領
土
と
し
て
の

尖
閣
は
、
日
本
の
大
東
島
と
明
確
に
區
別
さ
れ
て
ゐ
る
」
と
主
張
す
る

（
註
七
）
。
し
か
し
實
際
は
『
申
報
』
自
身
こ
そ
兩
者
を
ほ
ぼ
同
一
視
し

て
ゐ
る
。
な
ぜ
な
ら
九
月
二
十
五
日
「
扶
桑
游
記
」
で
は
臺
灣
か
ら
遙
か

に
遠
い
大
東
島
を
わ
ざ
わ
ざ
「
臺
灣
の
東
北
」
と
す
る
と
と
も
に
、
文
末

に
も
「
た
だ
旗
を
た
て
ざ
る
の
み
」
と
追
記
し
て
あ
り
、
九
月
六
日
の

「
臺
灣
東
北
」
「
日
旗
を
懸
く
」
の
「
後
聞
」
（
續
報
）
で
あ
る
と
讀
者

に
暗
示
し
て
ゐ
る
。
つ
ま
り
『
申
報
』
は
『
上
海
マ
ー
キ
ュ
リ
ー
』
の
煽

動
が
實
は
日
本
の
島
だ
っ
た
と
理
解
し
て
警
戒
を
解
い
た
と
解
せ
ら
れ
る
。

呉
天
穎
氏
は
後
に
『
甲
午
戰
前
釣
魚
列
嶼
歸
屬
考
』
増
訂
版
（
平
成
二
十

五
年
）
で
、
「
扶
桑
游
記
」
を
論
じ
た
段
落
全
文
を
削
除
し
た
。
秘
か
に

誤
り
を
悟
っ
た
が
ゆ
ゑ
で
あ
ら
う
。 

 

『
上
海
マ
ー
キ
ュ
リ
ー
』
が
「
Ｃ
ｈ
ｉ
ｎ
ａ
に
屬
し
、
北
京
が
抗
議
す

る
だ
ら
う
」
と
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
『
東
京
日
日
新
聞
』
及
び
『
大
阪

朝
日
新
聞
』
は
憤
怒
し
た
。
『
東
京
日
日
新
聞
』
に
よ
れ
ば
、 

「
日
本
の
版
圖
内
に
日
本
の
國
旗
を
樹
（
た
つ
）
る
百
千
旒
（
り

う
）
に
及
ぶ
も
、
只
我
が
欲
す
る
所
に
任
す
。
北
京
に
何
の
關
繋
あ

ら
ん
や
。
」 

と
あ
る
。
ま
た
、
『
大
阪
朝
日
新
聞
』
九
月
二
十
二
日
第
二
面
に
よ
れ
ば
、 

「
日
本
が
我
が
國
旗
を
掲
げ
や
う
が
城
郭
砲
台
を
築
か
う
が
北
京
政

府
に
於
い
て
毫
も
異
議
を
入
る
る
理
あ
ら
ん
や
」 

と
あ
る
。
こ
れ
ら
は
上
海
・
香
港
の
新
聞
と
は
全
く
對
照
的
な
意
識
で
あ

り
、
領
域
の
實
態
に
も
符
合
す
る
。 

 
 

  

註
六 

原
文
「
日
本
所
屬
各
島
、
往
往
有
人
烟
寥
落
者
。
日
廷
恐
被
他
國

佔
據
、
擬
即
整
頓
海
防
。
現
査
得
琉
球
之
南
・
臺
灣
之
東
北
有
大
東
島

者
。
…
…
留
人
在
彼
守
禦
、
惟
並
不
插
旗
耳
。
」 

 
註
七 

呉
天
穎
『
甲
午
戦
前
釣
魚
列
嶼
歸
屬
考
』
、
平
成
六
年
版
、
第
百

六
頁
。 
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〈
別
路
線
で
も
情
報
傳
播
〉 

 
『
上
海
マ
ー
キ
ュ
リ
ー
』
所
載
の
宮
古
八
重
山
情
報
は
、
李
氏

朝
鮮
か
ら
上
海
を
經
て
香
港
に
傳
は
っ
た
が
、
筆
者
は
別
路
線
で

東
京
か
ら
ロ
ン
ド
ン
を
經
て
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
に
傳
は
っ
た
こ
と

を
發
見
し
た
。
消
息
は
ま
づ
『
Ｔ
ｈ
ｅ 

Ｌ
ｏ
ｎ
ｄ
ｏ
ｎ 

ａ
ｎ
ｄ 

Ｃ
ｈ
ｉ
ｎ
ａ 

Ｔ
ｅ
ｌ
ｅ
ｇ
ｒ
ａ
ｐ
ｈ
』
の
同
年
十
月
二
十
三
日

第
二
面
に
掲
載
さ
れ
た
（
圖
版
四
）
。
和
譯
す
れ
ば
以
下
の
と
ほ

り
。 

「
極
東
消
息
摘
要
、
日
本
、
東
京
及
び
横
濱
。
九
月
六
日
ま

で
の
最
新
情
報
が
到
着
し
た
。
（
中
略
）
日
本
が
Ｍ
ｅ
ｉ
ａ

ｃ
ｏ
ｓ
ｈ
ｉ
ｍ
ａ
諸
島
の
領
有
を
實
施
し
た
こ
と
が
布
告
さ

れ
た
。
こ
の
諸
島
は
も
と
か
ら
琉
球
に
朝
貢
し
て
ゐ
る
。
琉

球
が
日
本
帝
國
に
正
式
に
沖
繩
縣
と
し
て
編
入
さ
れ
た
の
で
、

早
晩
日
本
政
府
が
琉
球
の
南
の
小
屬
地
を
統
治
に
入
れ
る
と

考
へ
る
の
は
合
理
的
で
あ
っ
た
。
蓋
し
イ
ギ
リ
ス
が
巨
文
島

を
占
領
し
た
上
に
、
ロ
シ
ア
が
濟
州
島
を
奪
取
す
る
と
い
ふ

疑
ひ
が
あ
り
、
同
國
と
朝
鮮
と
の
保
護
條
約
が
報
導
さ
れ
、

ド
イ
ツ
が
定
常
政
府
を
持
た
ず
國
旗
の
保
護
を
受
け
て
ゐ
な

か
っ
た
島
嶼
を
迅
速
に
編
入
し
た
た
め
、
日
本
も
行
動
を
急

い
だ
の
だ
ら
う
。
」 

 

圖
版
四 

『
Ｔ
ｈ
ｅ 

Ｌ
ｏ
ｎ
ｄ
ｏ
ｎ 

ａ
ｎ
ｄ 

Ｃ
ｈ
ｉ

ｎ
ａ 

Ｔ
ｅ
ｌ
ｅ
ｇ
ｒ
ａ
ｐ
ｈ
』
、
千
八
百
八
十
五
年
十

月
二
十
三
日
第
二
面
、
大
英
圖
書
館
所
藏
原
紙
、
Ｎ
ｅ
ｗ

ｓ
ｐ
ａ
ｐ
ｅ
ｒ
ｓ
：
二
五-

三
〇
四
四
、
石
井
望
撮
影 
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こ
の
年
、
英
國
は
朝
鮮
半
島
の
南
側
の
巨
文
島
を
占
領
し
て
ゐ
た
。

濟
州
島
は
こ
の
時
、
ロ
シ
ア
の
狙
ふ
所
だ
と
噂
さ
れ
て
ゐ
た
。
保
護
條

約
と
は
ロ
シ
ア
朝
鮮
間
の
密
約
の
陰
謀
で
あ
り
、
こ
の
年
の
七
月
二
十

七
日
に
同
じ
『
Ｔ
ｈ
ｅ 

Ｌ
ｏ
ｎ
ｄ
ｏ
ｎ 

ａ
ｎ
ｄ 

Ｃ
ｈ
ｉ
ｎ
ａ 

Ｔ
ｅ

ｌ
ｅ
ｇ
ｒ
ａ
ｐ
ｈ
』
第
十
一
面
で
報
導
さ
れ
て
ゐ
た
。
ド
イ
ツ
が
島
嶼

を
占
領
し
た
の
は
南
太
平
洋
の
キ
ャ
ロ
ラ
イ
ン
諸
島
を
指
し
、
同
紙
は

八
月
十
五
日
第
八-

九
面
で
占
領
の
可
能
性
を
報
じ
、
二
十
四
日
第
九

面
で
占
領
確
定
と
報
導
し
た
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
ま
た
十
月
二
十
三
日

の
同
じ
紙
面
で
は
、
ド
イ
ツ
が
朝
鮮
半
島
西
南
側
の
所
安
群
島
（
Ｃ
ｒ

ｉ
ｃ
ｈ
ｔ
ｏ
ｎ 

Ｇ
ｒ
ｏ
ｕ
ｐ
）
に
國
旗
を
立
て
る
だ
ら
う
と
の
不
確

定
情
報
を
報
じ
て
ゐ
る
。 

 

よ
っ
て
同
紙
の
認
識
と
し
て
は
、
「
イ
ギ
リ
ス
・
ロ
シ
ア
の
極
東
進

出
を
う
け
て
、
日
本
は
八
月
後
半
に
ド
イ
ツ
の
キ
ャ
ロ
ラ
イ
ン
諸
島
情

勢
が
明
ら
か
に
な
っ
た
前
後
か
ら
九
月
五
日
ま
で
の
間
に
宮
古
八
重
山

の
領
有
を
實
施
し
た
」
と
み
な
し
て
ゐ
た
と
考
へ
ら
れ
る
。
同
紙
は
こ

れ
が
清
國
領
土
に
關
は
る
と
い
ふ
認
識
を
有
し
て
ゐ
な
か
っ
た
。 

 

八
日
後
の
十
月
末
日
、
イ
ギ
リ
ス
の
大
手
『
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
・
ガ

ー
デ
ィ
ア
ン
』
紙
も
Ｍ
ｅ
ａ
ｃ
ｏ
諸
島
の
記
事
を
掲
載
し
た
。
『
Ｔ
ｈ

ｅ 

Ｌ
ｏ
ｎ
ｄ
ｏ
ｎ 

ａ
ｎ
ｄ 

Ｃ
ｈ
ｉ
ｎ
ａ 

Ｔ
ｅ
ｌ
ｅ
ｇ
ｒ
ａ
ｐ
ｈ
』

に
も
と
づ
い
て
書
い
た
と
考
へ
ら
れ
る
。
大
手
紙
に
報
じ
ら
れ
た
こ
と

は
相
當
の
重
み
が
あ
る
が
、
こ
の
年
の
『
ガ
ー
デ
ィ
ア
ン
』
原
紙
を
所

藏
す
る
圖
書
館
は
少
な
い
。
こ
の
た
び
大
英
圖
書
館
に
て
高
精
度
電
子

圖
像
を
入
手
し
た
（
圖
版
五
）
。 

  

 

 

                   

圖
版
五 

『
Ｔ
ｈ
ｅ 

Ｍ
ａ
ｎ
ｃ
ｈ
ｅ
ｓ
ｔ
ｅ
ｒ 

Ｇ
ｕ
ａ
ｒ
ｄ
ｉ
ａ
ｎ
』
千
八
百
八
十
五
年
十
月
三
十
一
日
第
七
面
、
Ｂ
ｒ
ｉ
ｔ
ｉ
ｓ
ｈ

Ｌ
ｉ
ｂ
ｒ
ａ
ｒ
ｙ
，
Ｓ
ｙ
ｓ
ｔ
ｅ
ｍ 

ｎ
ｕ
ｍ
ｂ
ｅ
ｒ
：
〇
一
三
八
九
九
二
九
〇
、
Ｎ
ｅ
ｗ
ｓ
ｐ
ａ
ｐ
ｅ
ｒ
ｓ
：
三
五
八-

三
五
一
九
一 
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和
譯
す
れ
ば
以
下
の
と
ほ
り
。 

「
全
世
界
の
こ
れ
ま
で
顧
み
ら
れ
な
か
っ
た
微
小
領
域
が
併
合
さ
れ

る
こ
と
に
憤
怒
し
、
日
本
人
は
少
な
か
ら
ず
警
戒
し
て
ゐ
る
。
彼
ら

の
帝
國
は
た
だ
一
筋
の
列
島
線
と
し
て
、
カ
ム
チ
ャ
ッ
カ
か
ら
フ
ォ

ル
モ
サ
（
臺
灣
島
）
ま
で
、
北
極
地
區
か
ら
北
囘
歸
線
ま
で
伸
び
て

ゐ
る
。
彼
ら
は
近
來
積
極
的
措
置
を
施
し
、
彼
ら
が
認
定
す
る
疑
ひ

無
い
屬
地
を
取
り
込
ん
で
ゐ
る
。
彼
ら
は
現
在
、
Ｍ
ｅ
ａ
ｃ
ｏ
ｓ
ｈ

ｉ
ｍ
ａ
（
宮
古
八
重
山
諸
島
）
と
い
ふ
一
大
群
島
を
琉
球
諸
島
の
南

部
に
併
合
し
、
軍
を
配
置
し
た
。
こ
の
群
島
は
も
と
も
と
琉
球
に
屬

し
て
ゐ
た
が
、
日
本
が
琉
球
を
併
合
し
た
際
に
は
輕
視
さ
れ
て
ゐ
た
。

英
國
が
巨
文
島
を
併
合
し
、
ロ
シ
ア
と
ド
イ
ツ
も
シ
ナ
海
北
部
な
ど

で
威
嚇
的
な
行
動
を
取
っ
て
ゐ
る
た
め
、
日
本
人
は
恐
怖
し
、
こ
の

た
び
帝
國
の
外
縁
的
僻
地
の
領
有
を
明
確
化
し
た
の
で
あ
る
。
」 

 

同
じ
文
面
は
、
そ
の
ま
ま
千
七
百
三
十
二
年
創
刊
の
週
刊
地
方
紙
『
Ｔ

ｈ
ｅ 

Ｄ
ｅ
ｒ
ｂ
ｙ 

Ｍ
ｅ
ｒ
ｃ
ｕ
ｒ
ｙ
』
十
一
月
四
日
第
八
面
に
も
轉
載

さ
れ
た
（
圖
版
六
）
。 

 

當
時
の
大
新
聞
に
宮
古
八
重
山
情
報
が
出
現
す
る
こ
と
は
そ
も
そ
も
極

め
て
稀
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
時
に
一
方
で
李
氏
朝
鮮-

上
海-

香
港
、
今
一

方
で
東
京-

ロ
ン
ド
ン-

マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
と
い
ふ
兩
路
線
で
同
時
に
傳
播

し
た
の
は
、
日
本
の
同
一
情
報
源
か
ら
出
た
と
考
へ
ら
れ
る
。
上
海
で
明

治
十
八
年
に
尖
閣
が
報
導
さ
れ
た
と
い
ふ
虚
構
は
、
久
し
く
學
會
や
政
界
、

海
外
に
ま
で
廣
が
っ
て
ゐ
る
た
め
、
こ
の
た
び
兩
路
線
と
も
に
尖
閣
で
は

な
か
っ
た
と
確
認
し
た
こ
と
は
、
大
き
な
成
果
で
あ
ら
う
。 

圖
版
六 

『
Ｔ
ｈ
ｅ 

Ｄ
ｅ
ｒ
ｂ
ｙ 

Ｍ
ｅ
ｒ
ｃ
ｕ
ｒ
ｙ
』
十
一
月
四
日
第

八
面
、
大
英
圖
書
館
製
作
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム 

Ｍ
Ｆ
Ｍ
・
Ｍ
三
一
六
〇
〇 
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『
上
海
マ
ー
キ
ュ
リ
ー
』
の
文
中
で
は
Ｍ
ａ
ｊ
ａ
ａ
ｋ
ａ
の
み
な
ら
ず
、

「
竝
び
に
他
の
諸
島
」
に
言
及
し
て
ゐ
る
。
こ
れ
は
ロ
ン
ド
ン
路
線
に
無

い
情
報
で
あ
る
。
こ
の
時
、
日
本
政
府
は
大
東
諸
島
及
び
尖
閣
諸
島
の
調

査
を
計
劃
し
、
正
式
に
國
土
に
編
入
す
る
方
針
で
あ
っ
た
。
八
月
下
旬
、

汽
船
を
派
遣
し
て
大
東
諸
島
を
調
査
し
終
り
、
九
月
一
日
に
該
船
は
那
覇

港
に
戻
っ
た
。
一
方
の
尖
閣
諸
島
は
ず
っ
と
後
の
十
月
三
十
日
に
や
っ
と

上
陸
調
査
し
た
た
め
、
上
海
及
び
ロ
ン
ド
ン
の
兩
路
線
情
報
よ
り
後
の
こ

と
で
あ
っ
た
。
兩
路
線
の"F

lag has been hoisted"

と"Japan has taken 

possession"

と
は
、
と
も
に
現
在
完
了
形
で
あ
り
、
日
本
政
府
の
行
動
が

遠
い
過
去
で
な
く
、
ま
た
近
く
實
現
し
よ
う
と
す
る
計
劃
で
も
な
い
こ
と

を
示
す
。
兩
路
線
が
と
も
に
近
未
來
の
計
劃
を
誤
記
し
て
現
在
完
了
形
に

す
る
と
は
考
へ
に
く
い
。
よ
っ
て
現
在
完
了
句
中
の
「
竝
び
に
他
の
諸

島
」
は
、
こ
の
時
の
日
本
政
府
の
状
況
の
内
で
は
大
東
諸
島
を
指
す
可
能

性
し
か
有
り
得
ず
、
尖
閣
諸
島
を
指
す
可
能
性
は
無
い
。
ま
た
、
先
述
の

『
申
報
』
は
原
英
文
の
「
竝
び
に
他
の
諸
島
」
の
句
を
削
除
し
、
『
循
環

日
報
』
も
日
本
が
旗
を
立
て
た
の
は
「
數
處
」
の
中
の
「
島
」
で
あ
る
と

し
て
、
そ
の
地
を
數
處
で
な
く
一
島
マ
チ
ェ
コ
シ
マ
と
す
る
語
意
に
な
っ

て
ゐ
る
。 

  

〈
外
交
交
渉
の
動
向
〉 

 

國
吉
ま
こ
も
氏
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
沖
繩
縣
令
西
村
捨
三
は
こ
の
年

（
明
治
十
八
年
）
五
月
に
宮
古
八
重
山
諸
島
を
巡
囘
し
、
そ
れ
が
八
月
十

日
『
時
事
新
報
』
で
イ
ギ
リ
ス
、
ロ
シ
ア
に
對
抗
す
る
意
圖
と
し
て
報
じ

ら
れ
た
。
さ
ら
に
同
氏
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
こ
の
年
（
明
治
十
八
年
）
七

月
三
日
ま
で
に
、
宮
古
八
重
山
の
領
有
確
立
に
向
か
ふ
日
本
政
府
の
意
志

を
、
す
で
に
井
上
馨
外
務
卿
が
英
國
駐
日
公
使
プ
ラ
ン
ケ
ッ
ト
に
對
し
て

機
密
談
話
で
傳
へ
て
を
り
（
註
八
）
、
ま
た
場
合
に
よ
っ
て
は
同
じ
意
志

を
同
時
に
李
鴻
章
に
對
し
て
も
表
明
す
る
準
備
を
し
て
を
り
（
註
九
）
、

そ
の
意
志
が
大
東
島
調
査
に
つ
な
が
っ
た
と
考
へ
ら
れ
る
。
但
し
李
鴻
章

は
琉
球
に
干
渉
す
る
意
志
を
示
さ
な
か
っ
た
た
め
、
日
本
側
は
こ
れ
を
表

明
し
な
か
っ
た
。 

 

七
月
の
プ
ラ
ン
ケ
ッ
ト
記
録
の
寫
本
（
通
稱
Ｆ
Ｏ
四
六
／
三
三
二
）
は

つ
と
に
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
で
公
開
さ
れ
、
先
行
研
究
で
少
々
言
及
さ
れ

て
ゐ
た
が
（
註
十
）
、
文
字
つ
づ
り
の
重
要
性
に
鑑
み
、
こ
の
た
び
鮮
明

に
撮
影
し
た
（
圖
版
七
、
註
十
一
）
。
宮
古
八
重
山
の
ロ
ー
マ
字
は
Ｍ
ｅ

ａ
ｃ
ｏ
ｓ
ｉ
ｍ
ａ
と
な
っ
て
ゐ
る
。 

  

註
八 

八
重
山
日
報
「
尖
閣
・
対
論
、
日
本
牽
制
か
、
列
強
牽
制
か
～
～

明
治
１
８
年
、
八
重
山
を
め
ぐ
る
情
報
戦
」
、
國
吉
ま
こ
も
・
石
井
望
、

令
和
二
年
一
月
一
日
、
第
二
十
、
二
十
一
面
。 

 

 

註
九 

「
日
清
交
際
史
提
要
・
善
後
商
議
」
第
七
十
八
頁
所
引
、
井
上
馨

よ
り
北
京
榎
本
公
使
に
訓
令
。 

 

註
十 

V
ictor G

ordon K
iernan

「B
ritish diplom

acy in C
hina, 1880 to 

1885
」
、
昭
和
四
年
、
第
二
百
十
頁
、
注
三
。
こ
の
う
ち
七
月
三
日
に
つ

い
て
は
、
大
澤
博
明
、
平
成
十
年
。 
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圖
版
七 

Plunkett volum
e 6, folio 3.  

F
oreign O

ffice P
olitical and O

ther  

D
epartm

ents, Japan. FO
46/332, folio 3.  

英
國
公
文
書
館
に
て
石
井
望
撮
影 

   

                    

註
十
一 

部
分
活
字
「B

oth to m
e and to others C

ount Inouyé has m
entioned his fear that the exam

ple set by G
reat B

ritain in P
ort 

H
am

ilton m
ay be follow

ed by R
ussia, G

erm
any or som

e other Pow
er in regard to one or other of the outlying Islands of Japan, as,

for instance, the T
shushim

a, G
oto, B

onin, or M
eacosim

a groups, and his E
xcellency has stated that any attem

pt by any Pow
er on 

any of them
 w

ill be resisted by arm
s. Steps have been lately taken to place Police and soldiers in these places, so as to prove that 

they form
 part of the Japanese E

m
pire, and thus to deprive Foreign P

ow
ers of the excuse of these Islands not being defended by 

the N
ation to w

hich they belong.

」
。
參
考
：
「B

ritish D
ocum

ents on F
oreign A

ffairs A
sia1860-1914

」Part I, Series E
, A

SIA
 

V
olum

e 2 K
orea, the R

yukyu Islands and N
orth-E

ast A
sia 1875-1888, p. 293, U

niversity Publications of A
m

erica. 
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七
月
三
日
プ
ラ
ン
ケ
ッ
ト
に
對
す
る
井
上
談
話
の
要
點
は
、
第
一
に
ロ

シ
ア
、
ド
イ
ツ
、
イ
ギ
リ
ス
の
極
東
進
出
に
對
し
て
、
井
上
は
宮
古
八
重

山
を
含
む
島
嶼
防
衞
で
對
抗
す
る
と
表
明
し
た
こ
と
。
第
二
に
清
國
が
ロ

シ
ア
の
朝
鮮
進
出
を
許
さ
ぬ
や
う
、
井
上
が
李
鴻
章
に
求
め
、
日
清
交
渉

が
緊
密
化
し
て
ゐ
た
こ
と
。
第
三
に
朝
鮮
外
交
顧
問
メ
レ
ン
ド
ル
フ
の
解

任
を
清
國
に
求
め
、
局
外
の
米
國
人
を
後
任
に
推
舉
し
た
こ
と
、
な
ど
で

あ
る
。
八
月
十
日
の
『
時
事
新
報
』
に
比
較
す
る
と
、
ド
イ
ツ
の
動
き
を

早
く
も
懸
念
し
て
ゐ
る
こ
と
に
獨
自
性
が
あ
る
。 

 

ロ
シ
ア
・
ド
イ
ツ
に
對
抗
す
る
意
志
は
上
述
の
十
月
の
ロ
ン
ド
ン
の
報

導
と
一
致
し
、
一
方
で
清
國
と
の
關
係
は
九
月
の
『
上
海
マ
ー
キ
ュ
リ

ー
』
の
挑
撥
的
報
導
と
一
致
す
る
。
『
上
海
マ
ー
キ
ュ
リ
ー
』
に
こ
れ
を

挑
撥
的
な
形
で
送
っ
た
の
は
誰
な
の
か
、
利
害
關
係
か
ら
二
つ
の
推
測
が

可
能
で
あ
る
。
第
一
に
日
本
が
李
鴻
章
を
動
か
す
こ
と
を
望
ま
ぬ
イ
ギ
リ

ス
當
局
が
挑
撥
し
た
可
能
性
が
あ
る
。
第
二
に
解
任
さ
れ
た
メ
レ
ン
ド
ル

フ
が
報
復
と
し
て
挑
撥
し
た
可
能
性
も
あ
る
（
註
十
二
）
。 

 

ド
イ
ツ
人
メ
レ
ン
ド
ル
フ
は
上
述
の
ロ
シ
ア
朝
鮮
密
約
を
推
進
し
た
こ

と
が
原
因
で
、
清
國
が
こ
れ
を
解
任
し
、
日
本
も
清
國
に
解
任
を
求
め
て

ゐ
た
。
メ
レ
ン
ド
ル
フ
は
各
國
の
合
從
連
衡
や
離
間
を
劃
策
し
て
、
自
分

が
「
で
し
ゃ
ば
り
」
（
岡
本
隆
司
氏
評
）
た
が
る
人
物
で
あ
る
か
ら
、
個

人
的
に
報
復
し
よ
う
と
し
た
こ
と
は
有
り
得
る
。 

 

プ
ラ
ン
ケ
ッ
ト
の
記
録
で
は
宮
古
八
重
山
諸
島
が
Ｍ
ｅ
ａ
ｃ
ｏ
と
標
記

さ
れ
る
が
、
『
上
海
マ
ー
キ
ュ
リ
ー
』
で
は
Ｍ
ａ
ｊ
ａ
ａ
ｋ
ａ
と
誤
記
し

て
ゐ
る
た
め
、
イ
ギ
リ
ス
政
府
が
『
上
海
マ
ー
キ
ュ
リ
ー
』
の
挑
撥
的
報

導
を
誘
導
し
た
こ
と
は
考
へ
に
く
い
。
「
ａ
ａ
」
と
い
ふ
標
記
は
ド
イ
ツ

系
の
人
物
が
地
誌
を
確
認
せ
ず
に
急
ぎ
新
聞
社
に
送
っ
た
と
考
へ
ら
れ
る
。

ま
た
、
イ
ギ
リ
ス
が
懸
念
を
有
す
る
な
ら
ば
焦
ら
ず
井
上
馨
及
び
李
鴻
章

に
直
接
傳
へ
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
東
京
か
ら
ロ
ン
ド
ン
へ
の
英
紙
の

報
導
も
挑
撥
的
で
は
な
い
。 

 

い
づ
れ
に
せ
よ
『
上
海
マ
ー
キ
ュ
リ
ー
』
の
挑
撥
的
報
導
が
『
東
京
日

日
新
聞
』
等
で
次
々
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
た
め
、
明
治
政
府
は
大
い
に
警

戒
し
た
。
そ
の
後
、
明
治
政
府
は
計
劃
通
り
尖
閣
諸
島
の
調
査
を
行
な
っ

た
が
、
外
務
卿
井
上
馨
は
「
公
然
國
標
を
建
設
」
す
る
こ
と
を
避
け
る
や

う
、
内
務
卿
山
縣
有
朋
に
進
言
し
た
。
結
局
、
千
八
百
九
十
四
年
に
正
式

編
入
の
手
續
き
が
開
始
さ
れ
、
千
八
百
九
十
五
年
一
月
十
四
日
に
編
入
手

續
き
が
完
了
し
た
。
し
か
し
清
國
朝
野
で
は
上
述
の
通
り
一
度
も
尖
閣
諸

島
を
問
題
視
し
た
こ
と
は
無
く
、
八
重
山
に
つ
い
て
の
關
心
も
高
ま
ら
ず
、

臺
灣
東
北
側
に
島
嶼
領
土
が
存
在
す
る
と
い
ふ
認
識
は
な
か
っ
た
と
考
へ

ら
れ
る
。
全
て
は
明
治
政
府
側
だ
け
の
杞
憂
に
過
ぎ
な
か
っ
た
こ
と
が
今

囘
の
一
連
の
研
究
に
よ
り
明
ら
か
に
な
っ
た
。 

 

註
十
二 

註
八
に
同
じ
。 

  

〔
參
考
研
究
〕 

呉
天
穎
『
甲
午
戰
前
釣
魚
列
嶼
歸
屬
考
』
社
會
科
學
文
獻
出
版
社
平
成
六

（
千
九
百
九
十
四
）
年
初
版
、
中
國
民
主
法
制
出
版
社
平
成
二
十
四
（
二

千
十
二
）
年
増
訂
版
。 

大
澤
博
明
「
明
治
前
期
の
朝
鮮
政
策
と
統
合
力
ー
そ
の
ア
ジ
ア
主
義
的
傾
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向
を
中
心
に
ー
」
、
『
年
報
政
治
学
』
平
成
十
（
千
九
百
九
十
八
）
年
、

四
十
九
卷
、
ｐ
ｐ
．
七
十
一-

九
十
。 

岡
本
隆
司
「
メ
レ
ン
ド
ル
フ
の
怪
」
、
創
文
社
『
創
文
』
、
ｐ
ｐ
．
一-

六
、
平
成
十
四
（
二
千
二
）
年
。 

岡
本
隆
司
『
属
国
と
自
主
の
あ
い
だ 

近
代
清
韓
関
係
と
東
ア
ジ
ア
の
命

運
』
、
名
古
屋
大
學
出
版
會
、
平
成
十
六
（
二
千
四
）
年
。 

岡
本
隆
司
『
世
界
の
な
か
の
日
清
韓
関
係
史 

交
隣
と
属
国
、
自
主
と
独

立
』
、
講
談
社
、
平
成
二
十
（
二
千
八
）
年
。 

國
吉
ま
こ
も
「
１
８
８
５
年
田
代
安
定
の
八
重
山
調
査
と
沖
縄
県
の
尖
閣

諸
島
調
査
」
、
沖
繩
大
學
地
域
研
究
所
『
地
域
研
究
』
第
十
號
、
平
成
二

十
四
（
二
千
十
二
）
年
九
月
。 

國
吉
ま
こ
も
・
石
井
望
共
著
「
尖
閣
諸
島
雑
考
」
（
上
下
）
、
『
八
重
山

日
報
』
平
成
二
十
七
（
二
千
十
五
）
年
八
月
二
十
七
日
、
九
月
一
日
、
各

第
四
面
。 

石
井
望
「
尖
閣
獺
祭
録
」
、
『
八
重
山
日
報
』
連
載
第
三
十
二
囘
及
び
三

十
九
囘
、
平
成
二
十
八
（
二
千
十
六
）
年
五
月
十
四
日
、
六
月
七
日
。 

石
井
望
「
尖
閣
大
航
海
時
代
」
第
十
八
囘
「
ロ
ン
ド
ン
の
新
聞
も
、
尖
閣

問
題
で
は
な
い
」
、
『
八
重
山
日
報
』
平
成
三
十
（
二
千
十
八
）
年
二
月

二
十
五
日
第
六
面
。 

國
吉
ま
こ
も
「
尖
閣
諸
島
に
つ
い
て
」
、
平
成
三
十
（
二
千
十
八
）
年
三

月
二
十
六
日
講
演
、
日
本
國
際
問
題
研
究
所
。 

 

い
し
ゐ
の
ぞ
む
「
東
亞
海
洋
爭
權
叢
説
」
、
長
崎
純
心
大
學
大
學
院
『
人

間
文
化
研
究
』
十
七
號
、
平
成
三
十
一
（
二
千
十
九
）
年
三
月
。 

石
井
望
「
明
治
十
八
年
尖
閣
の
デ
マ
破
れ
た
り
～
～
倫
敦
の
新
聞
に
新
史

實
」
、
『
八
重
山
日
報
』
平
成
三
十
一
（
二
千
十
九
）
年
四
月
十
三
日
第

四
面
。 

 
 

國
吉
ま
こ
も
・
石
井
望
共
著
「
１
８
８
５
年
９
月
６
日
付
『
申
報
』
記
事

「
台
島
警
信
」
に
関
す
る
考
察
～
新
聞
報
道
の
面
か
ら
～
」
（
上
中
下
）
、

『
八
重
山
日
報
』
令
和
元
（
二
千
十
九
）
年
五
月
九
日
、
十
日
、
十
四
日
、

各
第
四
面
。 
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２
、
三
浦
按
針
の
朱
印
船
は
尖
閣
周
邊
海
域
を
通
航 

 
 

 

 

〔
成
果
概
要
〕 

 

オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
學
所
藏
、
三
浦
按
針
（
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ア
ダ
ム

ス
）
の
朱
印
船
の
航
海
日
誌
原
本
を
高
精
度
撮
影
し
、
船
員
の
日
誌
も
撮

影
し
た
。
日
誌
中
に
は
當
時
の
尖
閣
諸
島
の
名
稱
と
同
じ
「
ト
リ
シ
マ
」

が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
三
浦
按
針
ら
の
朱
印
船
は
幕
府
の
朱
印
状
を
受
け

て
尖
閣
周
邊
海
域
を
自
由
に
航
行
す
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
明
國
沿
岸
島

嶼
か
ら
西
側
（
大
陸
側
）
に
進
入
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
尖
閣
西

方
（
明
國
東
方
）
海
域
に
於
け
る
明
國
の
海
防
範
圍
の
實
態
を
示
し
て
ゐ

る
。
高
精
度
撮
影
全
本
が
本
邦
に
も
た
ら
さ
れ
た
こ
と
は
、
三
浦
按
針
を

め
ぐ
る
歴
史
研
究
に
も
大
い
に
資
す
る
で
あ
ら
う
。 

 

〔
解
説
〕 

 

明
國
の
領
土
が
大
陸
海
岸
線
ま
で
と
、
當
時
と
し
て
は
法
的
に
定
め
ら

れ
、
基
本
的
に
島
嶼
を
含
ま
な
か
っ
た
こ
と
は
、
明
國
の
官
製
地
誌
諸
本

に
見
ら
れ
る
。
明
國
・
清
國
の
海
禁
は
、
法
的
な
海
岸
國
境
線
を
基
本
と

し
て
、
時
代
ご
と
の
海
防
力
の
進
退
に
應
じ
て
海
岸
線
の
外
側
や
内
側
に

海
禁
線
す
な
は
ち
海
防
線
が
遷
移
し
、
そ
れ
を
海
禁
令
と
し
て
布
告
し
た
。 

 

十
六
世
紀
中
期
の
い
は
ゆ
る
後
期
倭
寇
時
代
、
海
禁
線
は
ほ
と
ん
ど
喪

失
状
態
で
あ
り
、
名
目
的
國
境
線
が
海
岸
線
で
あ
っ
た
。
し
か
し
後
期
倭

寇
終
息
後
、
日
本
の
朱
印
船
時
代
が
始
ま
る
ま
で
の
間
に
（
千
五
百
六
十

年
代
～
八
十
年
代
）
、
福
建
海
防
線
は
大
陸
海
岸
か
ら
沿
岸
島
嶼
（
臺
灣

海
峽
西
部
）
ま
で
前
進
し
て
ゐ
た
（
註
十
三
）
。 

 

そ
し
て
豐
臣
秀
吉
・
德
川
家
康
ら
の
朱
印
船
時
代
、
多
く
の
日
本
船
が

朱
印
状
を
受
け
て
東
南
ア
ジ
ア
と
貿
易
し
、
そ
の
通
路
と
し
て
第
一
に
臺

灣
海
峽
、
第
二
に
臺
灣
島
東
岸
と
い
ふ
兩
路
が
あ
っ
た
こ
と
が
檢
定
教
科

書
等
に
圖
示
さ
れ
て
ゐ
る
。 

 

第
一
路
は
日
本
を
代
表
す
る
航
海
書
『
元
和
航
海
書
』
（
千
六
百
十
八

年
成
書
）
や
『
按
針
術
』
な
ど
諸
史
料
に
見
え
、
福
建
沿
岸
の
東
湧
（
タ

ゲ
ン
）
・
烏
丘
（
ウ
ク
ウ
）
・
澎
湖
（
ヒ
ャ
ウ
・
ペ
ウ
）
・
南
澳
坪
（
南

澳
彭
、
ラ
マ
ウ
ビ
イ
）
等
の
島
が
經
由
地
と
し
て
記
載
さ
れ
る
。
明
國
側

で
も
ほ
ぼ
同
じ
福
建
沿
岸
列
島
を
倭
船
の
最
前
線
と
し
た
こ
と
が
、
千
五

百
九
十
四
年
に
官
命
で
鄧
鐘
（
と
う
し
ょ
う
）
が
編
纂
し
た
『
籌
海
重

編
』
（
圖
版
一
）
な
ど
多
數
の
古
書
に
見
え
る
。
日
明
雙
方
の
認
識
は
ほ

ぼ
一
致
し
て
ゐ
た
。 

 

第
二
路
は
、
『
按
針
術
』
の
み
な
ら
ず
、
著
名
な
『
寛
文
航
海
書
』

（
十
七
世
紀
後
半
成
書
）
な
ど
諸
史
料
に
見
え
、
五
島
列
島
か
ら
西
南
に

東
シ
ナ
海
を
越
え
て
、
レ
イ
シ
（
レ
イ
ス
）
及
び
ト
リ
シ
マ
か
ら
成
る
尖

閣
諸
島
を
目
指
し
、
更
に
南
南
西
に
與
那
國
島
・
タ
バ
コ
島
（
臺
灣
東
南

の
蘭
嶼
）
等
を
經
由
し
て
マ
ニ
ラ
に
到
着
す
る
。
こ
の
路
線
は
明
國
側
史

料
に
全
く
出
現
し
な
い
。 

  
註
十
三 

い
し
ゐ
の
ぞ
む
「
尖
閣
釣
魚
列
島
雜
説
七
篇
」
、
頁
五
十
一
至

六
十
八
、
長
崎
純
心
大
學
比
較
文
化
研
究
所
『
こ
と
ば
と
人
間
形
成
の
比

較
文
化
研
究
』
所
收
、
平
成
二
十
五
年
刊
。 
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圖
版
一 

天
理
大
學
藏
、
『
籌
海
重
編
』
卷
一
「
萬
里
海

圖
」
よ
り
。
『
天
理
圖
書
館
稀
書
目
録
・
和
漢
書
之
部
』
第

三
册
第
千
二
百
七
番
。
東
湧
に
「
倭
船
多
く
こ
こ
よ
り
過

ぐ
」
と
注
記
あ
り
。 

                  
   

  

圖
版
二 

福
建
沿
岸
島
嶼
及
び
航
路
概
念
圖 
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別
途
、
琉
球
福
建
貿
易
で
は
、
復
路
に
西
の
福
州
か
ら
東
湧
・
臺
灣
北

方
諸
島
・
尖
閣
諸
島
を
經
て
東
の
那
覇
に
到
達
す
る
の
が
基
本
路
線
で
あ

っ
た
こ
と
が
、
琉
球
の
程
順
則
『
指
南
廣
義
』
（
千
七
百
八
年
）
等
に
記

録
さ
れ
て
ゐ
る
。
（
以
上
、
圖
版
二
）
。 

 

明
國
は
日
本
に
對
し
て
海
禁
を
實
施
し
て
ゐ
た
た
め
、
第
一
路
は
基
本

的
に
大
陸
沿
岸
島
嶼
を
經
由
し
て
、
明
國
の
港
に
停
泊
し
な
い
。
千
六
百

十
四
年
末
、
平
戸
イ
ギ
リ
ス
商
館
か
ら
出
發
し
た
三
浦
按
針
の
朱
印
船
は

大
陸
に
接
近
し
た
際
、
故
障
修
理
の
た
め
明
國
に
入
港
し
よ
う
と
し
た
が
、

日
本
の
乘
組
員
が
猛
反
對
し
た
た
め
、
東
航
し
て
琉
球
に
入
港
し
た
。
朱

印
船
は
倭
寇
と
し
て
扱
は
れ
て
殺
さ
れ
る
が
ゆ
ゑ
で
あ
る
。 

 

三
浦
按
針
の
船
員
ウ
ィ
ッ
カ
ム
の
記
録
の
寫
本
に
は
大
陸
ま
で
接
近
し

た
距
離
「
３
０ 

ｌ
ｅ
ａ
ｇ
ｕ
ｅ
ｓ
」
（
百
五
十
ｋ
ｍ
前
後
か
）
の
文
字

が
見
え
、
ま
た
船
中
の
日
本
人
が
大
陸
接
近
に
決
し
て
同
意
（
ａ
ｇ
ｒ
ｅ

ｅ
）
し
な
か
っ
た
こ
と
も
見
え
る
（
圖
版
三
、
註
十
四
）
。
こ
の
航
海
か

ら
二
年
あ
ま
り
後
に
三
浦
按
針
も
囘
顧
し
、
チ
ャ
イ
ナ
ま
で
「
ｎ
ｏ
ｔ 

ａ
ｂ
ｏ
ｖ
ｅ 

２
０ 

ｌ
ｌ
ｅ
ａ
ｇ
ｓ
」
（
百
ｋ
ｍ
前
後
以
内
）
に
接
近
し

た
が
、
チ
ャ
イ
ナ
は
最
大
の
強
敵
で
あ
っ
た
か
ら
チ
ャ
イ
ナ
で
船
を
修
繕

し
得
な
か
っ
た
と
述
べ
る
（
圖
版
四
、
註
十
五
）
。
そ
れ
ぞ
れ
「
２
０
」

「
３
０
」
の
文
字
が
寫
本
に
見
え
る
。 

 

日
本
人
が
明
國
境
内
に
立
ち
入
る
と
倭
寇
と
し
て
往
々
殺
さ
れ
る
と
い

ふ
一
例
と
し
て
は
、
同
時
代
の
千
六
百
十
三
年
、
廣
東
省
の
海
道
副
使

（
海
防
兼
外
務
長
官
）
に
よ
る
「
蓄
倭
に
諭
す
る
碑
」
に
、 

「
倭
性
狡
鷙
、
向
不
通
貢
、
輕
入
内
地
者
必
誅
、
朝
廷
法
制
甚

嚴
。
」
（
註
十
六
） 

 

（
倭
性
狡
鷙
に
し
て
、
さ
き
よ
り
通
貢
せ
ず
。
内
地
に
輕
入
す
る
者

は
必
ず
誅
す
る
こ
と
、
朝
廷
法
制
は
な
は
だ
嚴
し
） 

と
述
べ
ら
れ
、
こ
の
時
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
居
留
地
マ
カ
オ
の
日
本
人
が
驅
逐

さ
れ
た
。
こ
の
禁
制
を
前
提
と
す
る
マ
カ
オ
情
勢
に
つ
い
て
は
、
日
本
の

船
員
間
に
最
新
情
報
と
し
て
知
ら
れ
た
は
ず
で
あ
る
が
、
平
戸
英
商
館
文

書
に
こ
の
時
の
マ
カ
オ
情
報
は
見
當
た
ら
な
い
。 

 

註
十
四 

大
英
圖
書
館
藏
、India O

ffice R
ecord E

/3/2, B
ook II, folio 

152, 
docum

ent 
no.216

。
活
字
本
：Farrington 

1991

『T
he 

E
nglish 

Factory in Japan

』no. 93, pp.273-274

「R
ichard W

ickham
 at A

m
am

i 

O
-shim

a to R
ichard C

ocks at H
irado, 23 D

ecem
ber 1614

」
。
フ
ァ
リ

ン
ト
ン
釋
字
：
「all extrem

ly labourd &
 tired, soe that to hould one our 

course 
for 

the 
coast 

of 
C

hina, 
they 

w
ould 

never 
agree 

therunto, 

although both by C
apt' A

dam
s' reconing &

 m
ine (as w

e tould them
), 

w
e w

eare neyther of us 30 leagues of the coast of C
hina.

」 

 

註
十
五 

大
英
圖
書
館
藏
、India O

ffice R
ecord E

/3/4, B
ook II, folio 

143, 
docum

ent 
no.428

。
活
字
本
：Farrington 

1991

『T
he 

E
nglish 

Factory in Japan

』no. 230, pp.568-571

「W
illiam

 A
dam

s at H
irado to 

Sir T
hom

as Sm
ythe in L

ondon, 14 January 1617

」
。
フ
ァ
リ
ン
ト
ン
釋

字
：
「....being not above 20 lleags from

 the coast of C
hinna, to go for 

C
hina. B

einge m
ost bitter ennem

ys to the Jappanners, thear w
e coud 

not trym
 our ship.

」
。
現
代
語
と
和
譯
は
『
三
浦
按
針
１
１
通
の
手
紙
』

第
八
通
。 

 
註
十
六 

上
海

T
he 

Presbyterian 
Press

、
千
八
百
八
十
七
年
『T

he 

C
hinese R

ecorder

』
ｖ
ｏ
ｌ
ｕ
ｍ
ｅ 

１
８
、
第
二
百
十
九
頁
「H

istorical 

L
andm

arks of M
acao

」
。 
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圖
版
三 

三
浦
按
針
朱
印
船
員
リ
チ
ャ
ー
ド
・

ウ
ィ
ッ
カ
ム
書
翰
、
大
英
圖
書
館
に
て
筆
者
撮

影
、
下
線
も
筆
者 

 
 

IO
R

 E
/3/2, B

ook II, folio 152. 

                    

圖
版
四 

三
浦
按
針
書
翰
、
大
英
圖
書
館
に
て
筆
者
撮

影
、
下
線
も
筆
者
。 

 
 

IO
R

 E
/3/4, B

ook II, folio 143. 
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し
か
し
日
本
人
の
猛
反
對
が
無
け
れ
ば
三
浦
按
針
の
船
は
大
陸
に
向
か

は
う
と
し
た
の
で
あ
り
、
ま
た
三
浦
按
針
の
朱
印
船
航
海
は
こ
の
時
が
最

初
で
あ
る
か
ら
、
千
六
百
十
四
年
の
時
點
で
三
浦
按
針
は
明
國
情
勢
に
疎

か
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
こ
の
こ
ろ
平
戸
の
唐
人
李
旦
は
明
國
で
自
由
に

交
易
で
き
る
と
詐
稱
し
て
英
商
館
か
ら
投
資
を
引
き
出
し
、
そ
の
損
失
が

英
商
館
早
期
閉
鎖
の
原
因
と
な
っ
た
。
平
戸
英
商
館
も
明
國
情
勢
に
疎
か

っ
た
こ
と
が
分
か
る
。 

 

そ
の
時
代
の
さ
な
か
の
西
暦
千
六
百
十
六
年
、
德
川
家
康
が
長
崎
代
官

村
山
等
安
に
命
じ
て
派
遣
さ
せ
た
朱
印
船
の
武
將
明
石
道
友
（
あ
か
し
だ

う
い
う
）
が
、
長
崎
か
ら
朱
印
船
航
路
第
一
路
の
最
重
要
經
由
地
で
あ
っ

た
東
湧
に
到
達
し
、
明
國
か
ら
の
偵
察
員
董
伯
起
（
と
う
は
っ
き
）
に
出

逢
っ
た
。
日
本
側
は
「
明
國
の
境
界
内
の
一
草
一
粒
を
も
犯
す
つ
も
り
は

無
い
」
と
表
明
し
た
こ
と
が
、
黄
承
玄
「
題
報
倭
船
疏
」
、
曹
學
佺
「
湘

西
紀
行
」
な
ど
に
見
え
る
（
註
十
七
）
。
朱
印
船
航
路
に
つ
い
て
、
日
本

側
か
ら
明
國
に
對
し
て
航
路
上
の
現
地
に
於
い
て
現
状
維
持
を
要
求
し
た

の
で
あ
る
。 

 

翌
年
（
千
六
百
十
七
年
）
、
明
石
道
友
は
福
建
に
出
向
い
た
。
明
國
福

建
當
局
は
前
年
の
状
況
を
う
け
て
、
福
建
沿
岸
最
遠
列
島
の
最
北
端
か
ら

最
南
端
ま
で
六
島
を
舉
げ
、
「
こ
れ
よ
り
内
を
犯
し
て
は
な
ら
ぬ
が
、
こ

の
外
側
は
諸
國
が
共
用
し
て
ゐ
る
」
と
表
明
し
、
皇
帝
に
も
報
告
し
た
。

こ
の
こ
と
は
、
明
國
朝
廷
の
記
録
『
皇
明
實
録
』
な
ど
に
見
え
る
（
註
十

八
）
。
六
島
は
東
湧
・
烏
丘
・
澎
湖
な
ど
、
も
と
も
と
朱
印
船
の
通
路
と

な
っ
て
ゐ
た
島
々
で
あ
る
。
明
國
は
前
年
の
日
本
側
の
實
地
確
認
に
對
し

て
、
こ
れ
を
追
認
し
た
の
で
あ
る
。 

 

な
ほ
『
皇
明
實
録
』
で
は
福
建
側
の
強
硬
な
語
氣
で
記
録
さ
れ
て
ゐ
る

が
、
そ
の
中
で
福
建
高
官
が
引
用
し
た
典
故
は
漢
が
匈
奴
に
敗
れ
た
歴
史

で
あ
り
、
日
本
側
に
手
加
減
を
求
め
て
ゐ
る
。
こ
の
後
に
董
伯
起
か
ら
明

石
道
友
ら
に
送
ら
れ
た
感
謝
状
で
も
、
福
建
の
高
官
が
總
出
で
明
石
を
出

迎
へ
た
こ
と
を
記
録
す
る
（
圖
版
五
、
註
十
九
）
。 

   

註
十
七 

黄
承
玄
『
盟
鷗
堂
集
』
卷
二
、
第
三
十
一
葉
「
題
報
倭
船
疏
」
、

崇
禎
元
年
序
の
刊
本
、
國
立
公
文
書
館
藏
、
漢
一
七
二
六
八
、
集
部
四
九-

二
四
。
曹
學
佺
『
曹
大
理
集
』
第
十
二
册
「
湘
西
紀
行
」
下
卷
附
錄
「
閩

中
通
志
雜
論
・
倭
患
始
末
」
、
第
四
十
五
葉
、
明
國
刊
本
、
國
立
公
文
書

館
藏
、
三
一
七-

一
四
九
號
。 

 

註
十
八 

『
皇
明
實
録
』
萬
暦
四
十
五
年
八
月
。
國
立
公
文
書
館
藏
（
舊

紅
葉
山
文
庫
藏
）
寫
本
、
漢
一
三
七
九
八
、
史
部
五
九-

一
、
全
六
百
八
十

七
册
中
の
第
六
百
七
十
一
册
。 

 

註
十
九 

明
國
福
建
海
道
中
軍
官
董
伯
起
書
翰
、
東
大
史
料
編
纂
所
藏
、

武
田
文
書
三
二
六
四
〇
一
六
八
、
請
求
記
號
三
〇
七
一
・
六
四-

七
三-

二
、

武
田
芳
太
郎
舊
藏
に
よ
る
寫
本
。
書
き
下
し
「
將
軍
の
令
を
蒙
り
、
（
董

伯
）
起
を
送
っ
て
閩
に
歸
ら
し
む
。
…
…
我
が
天
朝
の
官
府
、
み
な
效
順

を
嘉
（
よ
み
）
し
、
海
道
・
督
府
・
參
府
よ
り
し
て
、
み
な
出
で
て
燕
勞

し
、
厚
き
に
從
っ
て
貺
を
錫
（
た
ま
）
ひ
、
船
を
分
け
て
澳
に
居
せ
し
め
、

船
を
選
ん
で
將
送
す
。
（
恩
義
に
）
報
答
す
る
所
以
な
り
。
」 
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圖
版
五 

明
國
福
建
海
道
中
軍
官
董
伯
起
書
翰
、 

東
大
史
料
編
纂
所
藏
、
三
二
六
四
〇
一
六
八 

 
 

 
 

                      

圖
版
六 

三
浦
按
針
の
朱
印
船
往
路
三
月
二

十
九
日
、
臺
灣
東
北
方
の
「
Ｔ
ｏ
ｒ
ｅ
ｇ
ｍ

ａ
ｙ
ｅ
」
。
下
線
は
筆
者
。 

 
 

G
ift 

of 
G

od: 
Journal, 

E
dm

und 
Sayers, 

IO
R

/L
/M

A
R

/A
/X

X
V

I, B
ritish L

ibrary. 
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あ
た
か
も
こ
の
時
、
三
浦
按
針
の
朱
印
船
は
平
戸
か
ら
ベ
ト
ナ
ム
南
部

に
渡
航
し
て
交
易
し
た
。
船
中
の
平
戸
英
商
館
員
エ
ド
モ
ン
ド
・
セ
イ
ヤ

ー
ズ
の
航
海
日
誌
で
は
、
西
暦
千
六
百
十
七
年
の
往
路
三
月
二
十
九
日
と
、

復
路
七
月
二
十
二
日
の
條
に
、
三
浦
按
針
の
朱
印
船
が
臺
灣
東
北
方
向
の

「
Ｔ
ｏ
ｒ
ｅ
ｇ
ｍ
ａ
ｙ
ｅ
」
及
び
「
Ｔ
ｏ
ｒ
ｒ
ｅ
ｇ
ｅ
ｍ
ａ
」
附
近
を
航

行
し
た
こ
と
を
記
録
す
る
（
圖
版
六
）
。 

 

按
針
自
身
の
航
海
日
誌
で
も
、
同
一
の
年
月
日
に
臺
灣
よ
り
も
北
側
の

島
を
望
見
し
た
と
述
べ
る
（
註
二
十
）
。
か
つ
て
ロ
ン
ド
ン
圖
書
館
所
屬

の
研
究
家
パ
ー
ネ
ル
は
こ
れ
ら
を
Ｔ
ｏ
ｒ
ｉ
ｓ
ｈ
ｉ
ｍ
ａ
と
解
し
、
臺
灣

北
方
諸
島
の
一
つ
だ
と
し
た
（
註
二
十
一
）
。 

 

し
か
し
パ
ー
ネ
ル
が
氣
づ
か
な
か
っ
た
こ
と
は
、
ト
リ
シ
マ
は
朱
印
船

時
代
以
後
、
尖
閣
の
古
名
稱
と
し
て
史
料
に
繰
り
返
し
出
現
す
る
も
の
で

あ
り
（
圖
版
七
～
十
な
ど
）
、
セ
イ
ヤ
ー
ズ
の
ト
リ
シ
マ
も
同
じ
く
尖
閣

で
あ
る
か
、
も
し
く
は
臺
灣
北
方
諸
島
を
尖
閣
と
誤
認
し
た
と
考
へ
ら
れ

る
。 

 

當
時
、
臺
灣
北
端
の
鷄
籠
（
ケ
ラ
ン
、
キ
ー
ル
ン
、
今
の
基
隆
）
に
日

本
人
が
進
出
し
て
ゐ
た
こ
と
が
、
同
時
代
の
張
燮
（
ち
ゃ
う
せ
ふ
）
『
東

西
洋
考
』
卷
十
二
な
ど
に
見
え
る
。
よ
っ
て
誤
認
で
な
く
、
臺
灣
北
方
諸

島
が
も
と
か
ら
和
名
ト
リ
シ
マ
で
呼
ば
れ
て
ゐ
た
可
能
性
も
無
い
わ
け
で

は
な
い
。
但
し
そ
れ
を
示
す
史
料
が
無
い
た
め
、
可
能
性
は
極
め
て
低
く
、

ほ
ぼ
尖
閣
諸
島
と
し
て
間
違
ひ
な
い
。 

 

い
づ
れ
の
解
に
し
て
も
明
國
の
防
衞
海
域
（
上
述
の
福
建
沿
岸
列
島

線
）
の
最
東
限
の
東
湧
よ
り
も
遙
か
に
外
側
で
あ
り
、
そ
の
東
側
の
尖
閣

航
路
を
三
浦
按
針
の
朱
印
船
が
自
由
に
航
行
で
き
た
こ
と
を
示
す
。 

 

尖
閣
島
名
ト
リ
シ
マ
は
明
國
清
國
史
料
に
全
く
出
現
し
な
い
。
こ
れ
に

對
し
て
日
本
側
で
は
ト
リ
シ
マ
・
レ
イ
ス
（
レ
イ
シ
）
か
ら
成
る
群
島
が
、

尖
閣
諸
島
の
位
置
に
か
な
り
高
精
度
で
捉
へ
ら
れ
て
ゐ
た
（
盧
高
朗
圖
な

ど
、
圖
版
七
）
。
精
度
が
高
ま
っ
た
要
因
は
、
以
下
三
航
路
で
ト
リ
シ

マ
・
レ
イ
シ
は
縱
横
に
經
由
す
る
海
の
十
字
路
で
あ
っ
た
た
め
と
考
へ
ら

れ
る
。 

  
 

東
西
航
路 

 
 

（
琉
球
福
建
貿
易
の
復
路
。
程
順
則
『
指
南
廣
義
』
、
圖
版
八
） 

 
 

南
北
航
路 

 
 

（
朱
印
船
貿
易
第
二
路
。
『
按
針
術
』
下
卷
、
圖
版
九
） 

 
 

東
北
東
方
向 

 
 

（
朱
印
船
貿
易
第
一
路
。
『
按
針
術
』
上
卷
、
圖
版
十
） 

  

註
二
十 

C
hristopher Jam

es Purnell, 

『T
he 

L
og-B

ook of W
illiam

 

A
dam

s, 1614-19

』
、 

千
九
百
十
六
年
複
製
本
。
ｐ
．
二
百
二
十
七
、
ｐ
．

二
百
三
十
八
。 

 

註
二
十
一 

Ｐ
ｕ
ｒ
ｎ
ｅ
ｌ
ｌ
、
同
註
二
十
、
ｐ
．
二
百
八
十
九
、
ｐ
．

二
百
九
十
七
。
三
月
二
十
九
日
を
現
代
英
語
に
置
き
換
へ
れ
ば
次
の
通
り
。

「29: T
his day having steered a w

ay till noon south-w
est and by w

est, 

w
e m

ade an island w
hich w

e supposed to be T
oregm

aye, to the north-

east of T
akasago, on our L

arbord side of som
e 9 leagues. T

hen w
e 

steered a w
ay w

est and w
est and by south.

」 
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圖
版
七 

盧
高
朗
圖 

ト
リ
シ
マ
・
レ
イ
ス
部
分 

グ
ー
グ
ル
と
比
較
。 

 
長
崎
歴
史
文
化
博
物
館
藏
、
現
標
題
「
東
洋
南
洋
航
海
古
圖
」
、
分
類

番
號
「
縣
書
三-

六
十
二-

一
」
。
全
幅
の
右
下
方
に
署
名
「
盧
高
朗
」
。 
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圖
版
八 

琉
球
・
程
順
則
『
指
南
廣
義
』
康
煕
四
十
七
年
序
の
刊
本
、
國

立
公
文
書
館
、
漢
籍
史
部
二
九
二-

〇
一
五
二
。
釣
魚
臺
（
臺
灣
北
方
島
）

を
離
れ
た
後
、
流
水
（
黒
潮
支
流
）
の
東
側
に
鳥
嶼
（
ト
リ
シ
マ
）
と
黄

毛
嶼
（
久
場
島
か
）
と
が
至
近
距
離
で
な
ら
ぶ
。
圍
み
は
筆
者
。 

 
 

 

附
註 

文
中
の
距
離
は
不
精
確
だ
が
、
釣
魚
臺
か
ら
東
へ
「
流
水
」 

 
 

 

及
び
四
更
（
約
百
二
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
を
隔
て
て
ト
リ
シ
マ
群 

 
 

 

島
に
至
る
。
十
七
世
紀
初
期
セ
ル
デ
ン
圖
（
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド 

 
 

 

藏
の
漢
字
地
圖
）
で
流
水
は
黒
潮
を
指
し
、
現
代
科
學
で
は
臺
灣 

 
 

 

北
方
諸
島
と
尖
閣
と
の
間
に
黒
潮
支
流
が
流
れ
る
。
釣
魚
臺
は
魚 

 
 

 

釣
島
で
は
な
く
、
臺
灣
北
方
諸
島
の
一
つ
と
考
へ
ら
れ
る
。 

   

圖
版
九 

『
按
針(

之)

術
』
下
卷 

天
理
大
學
天
理
圖
書
館
藏
、
寫
本
、 

四
四
〇
／
イ
／
一
七
／
八-

九 
 

レ
イ
シ
島
（
尖
閣
）
か
ら
ほ
ぼ
南
南 

西
に
進
む
と
与
奈
子
（
ヨ
ナ
コ
、
與
那
國
島
）
に
到
達
す
る
。 

          

              

圖
版
十 

『
按
針
術
』
（
天
理
大
學
藏
）
上
卷 

 
 

烏
丘
（
福
建
中
部
）
→
臺
灣
（
高
砂
）
北
端
→
レ
イ
シ
（
靈

趾
）
→
ト
リ
シ
マ
（
鳥
嶼
）
→
琉
球
北
部
（
北
緯
二
十
八
度

二
分
）
。
東
北
東
方
向
に
一
直
線
。 
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三
浦
按
針
の
往
路
で
は
、
南
北
航
路
で
南
下
し
、
ト
リ
シ
マ
か
ら
西
へ

轉
じ
て
ゐ
る
。
三
浦
按
針
が
ト
リ
シ
マ
を
目
撃
し
た
前
後
の
時
間
系
列
は

次
の
通
り
。 

 

〔
千
六
百
十
六
年
〕 

 

村
山
等
安
が
派
船
（
平
戸
イ
ギ
リ
ス
商
館
長
日
記
五
月
五
日
、
七

月
七
日
、
十
二
日
）
。 

 

村
山
等
安
の
派
遣
し
た
明
石
道
友
が
東
湧
に
到
達
し
（
黄
承
玄
・

曹
學
佺
記
録
）
、
德
川
家
康
の
和
平
の
意
を
通
告
。 

 

明
石
道
友
、
福
建
の
偵
察
官
董
伯
起
を
伴
っ
て
歸
國
。 

〔
千
六
百
十
七
年
〕 

 

 

三
月
二
十
九
日
、
三
浦
按
針
の
朱
印
船
が
往
路
で
ト
リ
シ
マ
海
域

を
航
行
。 

 

 

五
月
二
十
三
日
（
陰
暦
四
月
十
九
日
）
、
明
石
道
友
、
董
伯
起
を

伴
っ
て
福
建
に
到
達
し
、
韓
仲
雍
に
對
し
て
朱
印
船
航
路
交
渉
を
開

始
。 

 

七
月
一
日
（
陰
暦
五
月
二
十
九
日
）
、
董
伯
起
か
ら
明
石
道
友
に

對
し
て
感
謝
状
。 

 

七
月
二
十
二
日
、
三
浦
按
針
の
朱
印
船
、
復
路
で
ト
リ
シ
マ
海
域

を
航
行
。 

 

 

八
月
三
十
一
日
（
陰
暦
八
月
一
日
）
、
福
建
當
局
、
明
石
道
友
に

對
し
て
朱
印
船
航
路
を
認
め
た
こ
と
を
皇
帝
に
上
奏
。 

 

  

こ
の
時
系
列
を
見
る
に
、
德
川
家
康
の
遺
命
に
よ
る
明
石
道
友
派
遣
と

い
ふ
重
要
情
報
を
三
浦
按
針
が
知
ら
ず
に
尖
閣
海
域
を
航
行
す
る
こ
と
は

ほ
と
ん
ど
考
へ
ら
れ
な
い
。
按
針
は
平
戸
イ
ギ
リ
ス
商
館
と
密
接
な
協
力

關
係
に
あ
っ
た
。
上
述
の
千
六
百
十
七
年
一
月
十
四
日
の
按
針
の
通
信
で

は
千
六
百
十
四
年
の
航
海
を
囘
顧
し
、
明
國
は
苛
酷
で
あ
る
と
述
べ
る
。

こ
れ
は
千
六
百
十
六
年
に
家
康
の
和
平
の
意
を
明
國
に
通
告
し
た
こ
と
を

前
提
と
し
て
、
そ
れ
ま
で
の
苛
酷
を
述
べ
た
言
葉
か
も
知
れ
な
い
。 

 

繼
い
で
千
六
百
十
九
年
に
三
浦
按
針
は
ベ
ト
ナ
ム
北
部
に
て
交
易
し
、

復
路
の
八
月
八
日
、
臺
灣
附
近
で
「
Ｔ
ｏ
ｒ
ａ
ｓ
ｈ
ｉ
ｍ
ａ
」
（
ト
レ
イ

シ
マ
か
）
を
目
撃
す
る
（
圖
版
十
一
）
。
パ
ー
ネ
ル
は
こ
れ
も
Ｔ
ｏ
ｒ
ｉ

ｓ
ｈ
ｉ
ｍ
ａ
と
解
す
る
が
（
註
二
十
二
）
、
前
後
の
文
脈
か
ら
島
の
現
在

地
を
特
定
す
る
こ
と
は
難
し
い
。 

 

三
浦
按
針
の
航
海
日
誌
は
日
本
に
も
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
が
も
た
ら
さ

れ
て
ゐ
た
が
、
不
鮮
明
の
た
め
、
今
囘
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
學
で
手
稿

全
本
を
高
精
度
撮
影
し
た
。
こ
れ
に
も
と
づ
き
、
Ｔ
ｏ
ｒ
ａ
ｓ
ｈ
ｉ
ｍ
ａ

の
航
路
位
置
特
定
に
は
今
後
な
ほ
研
究
を
要
す
る
。 

 

い
づ
れ
に
し
て
も
、
明
國
海
防
範
圍
の
最
前
線
列
島
と
は
對
照
的
に
、

三
浦
按
針
が
尖
閣
諸
島
周
邊
の
航
路
を
自
由
に
航
行
で
き
た
こ
と
は
確
か

で
あ
る
。
ま
た
、
全
本
の
高
精
度
撮
影
が
本
邦
に
も
た
ら
さ
れ
た
の
は
初

め
て
で
あ
り
、
公
開
さ
れ
れ
ば
三
浦
按
針
の
歴
史
研
究
に
も
大
い
に
資
す

る
で
あ
ら
う
。 

   
註
二
十
二 

Ｐ
ｕ
ｒ
ｎ
ｅ
ｌ
ｌ
、
１
９
１
６
、
同
註
二
十
、
ｐ
．
二
百
六

十
五
。 
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圖
版
十
一 

オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
藏
、
三
浦
按
針
航
海
日
誌
、
Ｔ
ｏ
ｒ
ａ
ｓ
ｈ

ｉ
ｍ
ａ
部
分
。 

下
線
は
筆
者
。 

 

O
xford U

niversity,  

M
S

 Savile48  

folio66   

                   

〔
參
考
研
究
〕 

C
hristopher 

Jam
es 

P
urnell, 

『T
he 

L
og-B

ook 
of 

W
illiam

 
A

dam
s, 

1614-19

』
、
大
正
五
（
千
九
百
十
六
）
年
複
製
本
。
原
本
收
録
誌
は

『T
ransactions and proceedings of the Japan S

ociety

』
、
Ｌ
ｏ
ｎ
ｄ
ｏ

ｎ
、
大
正
四
（
千
九
百
十
五
）
年
、
ｖ
ｏ
ｌ
ｕ
ｍ
ｅ 

１
３
、
ｐ
ａ
ｒ
ｔ
．

２
。 

川
島
元
次
郎
『
朱
印
船
貿
易
史
』
、
内
外
出
版
、
大
正
十
（
千
九
百
二
十

一
）
年
刊
。 

岩
生
成
一
、
「
高
砂
時
代
日
臺
交
通
新
史
料
ー
ー
總
督
府
博
物
館
歴
史
部

新
着
陳
列
品
」
、
『
科
學
の
臺
灣
』
創
刊
號
、
昭
和
八
（
千
九
百
三
十

三
）
年
十
一
月
、
頁
十
二-

十
三
。 

 
 

岩
生
成
一
「
長
崎
代
官
村
山
等
安
の
臺
灣
遠
征
と
遣
明
使
」
、
『
臺
北
帝

國
大
學
文
政
學
部
史
學
科
研
究
年
報
』
第
一
輯
、
昭
和
九
（
千
九
百
三
十

四
）
年
、
ｐ
ｐ
．
二
百
八
十
五-

三
百
五
十
九
。 

村
上
直
次
郎
譯
註
『
増
訂
異
國
日
記
抄
』
、
雄
松
堂
書
店
、
昭
和
四
十
一

（
千
九
百
六
十
六
）
年
改
訂
復
刻
版
。 

リ
チ
ャ
ー
ド
・
コ
ッ
ク
ス
『
イ
ギ
リ
ス
商
館
長
日
記
』
譯
文
編
之
上
。
東

京
大
學
史
料
編
纂
所
編
、
東
京
大
學
出
版
會
、
昭
和
五
十
四
（
千
九
百
七

十
九
）
年
刊
。 

岩
生
成
一
『
新
版
朱
印
船
貿
易
史
の
研
究
』
、
吉
川
弘
文
館
、
平
成
元

（
千
九
百
八
十
九
）
年
刊
。 
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「
英
和
対
訳
、
三
浦
按
針
１
１
通
の
手
紙
」
田
中
丸
榮
子
、
ジ
ェ
フ
・
ニ

ー
ル
、
濱
野
み
さ
え
。
長
崎
新
聞
社
、
平
成
二
十
二
（
二
千
十
）
年
。 

鄭
潔
西
「
万
暦
４
７
年
徳
川
将
軍
に
外
交
文
書
を
送
っ
た
「
浙
直
総
兵
」

に
つ
い
て
」
、
『
東
ア
ジ
ア
文
化
環
流
』
第
五
號
、
平
成
二
十
二
（
二
千

十
）
年
東
方
書
店
。 

平
岡
隆
二
『
南
蛮
系
宇
宙
論
の
原
典
的
研
究
』
、
花
書
院
、
平
成
二
十
五

（
二
千
十
三
）
年
。 

 

「
尖
閣
４
０
０
年
前
、
明
の
支
配
域
外
、
皇
明
実
録
に
記
載
」
、
『
讀
賣

新
聞
』
平
成
二
十
五
（
二
千
十
三
）
年
一
月
二
十
一
日
夕
刊
第
十
二
面
。 

い
し
ゐ
の
ぞ
む
「
尖
閣
釣
魚
列
島
雜
説
七
篇
」
、
頁
五
十
一
至
六
十
八
、

長
崎
純
心
大
學
比
較
文
化
研
究
所
『
こ
と
ば
と
人
間
形
成
の
比
較
文
化
研

究
』
所
收
、
平
成
二
十
五
（
二
千
十
三
）
年
刊
。 

R
einier H

. H
esselink "T

he dream
 of C

hristian N
agasaki : w

orld trade 

and the clash of cultures, 1560-1640", pp.167-171 ; "T
he T

aiw
an 

E
xpedition : M

urayam
a T

o-an", M
cF

arland c2016.   

石
井
望
「
い
ま
甦
る
尖
閣
大
航
海
時
代
、
三
浦
按
針
は
尖
閣
を
目
撃
し

た
」
、
『
八
重
山
日
報
』
連
載
、
平
成
二
十
九
（
二
千
十
八
）
年
七
月
二

十
日
至
七
月
二
十
六
日
。 

Ishiw
i N

ozom
u "International D

ispute R
esolution by C

hina on the F
ar 

W
estside of the S

enkaku Islands 400 Y
ears A

go", A
m

erican S
ociety 

of C
om

parative L
aw

, W
orks in P

rogress C
onference, R

oom
 206, 

C
enter for the S

tudy of D
ispute R

esolution, U
niversity of M

issouri, 

令
和
元
（
二
千
十
九
）
年
十
月
十
七
日
。    

 


